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龍
野
北
高
校
新
聞

～
地
域
と
の
共
生
を
図
り
、
明
る
く
活
力
の
あ
る
学
校
～

ま
ち
を
支
え
る
人
づ
く
り

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
へ
の
道

定
時
制
課
程

１
日
（
水
）
テ
ス
ト
返
却
日

２
日
（
木
）
キ
ャ
リ
ア
教
育
講
演
会

３
日
（
金
）
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス

６
日
（
月
）
卒
業
生
を
囲
む
会

７
日
（
火
）
大
掃
除

８
日
（
水
）
生
徒
休
業
日

17
日
ま
で

20
日
（
月
）
生
徒
体
験
発
表
会

23
日
（
木
）
表
彰
伝
達
式

終
業
式

24
日
（
金
）
春
季
休
業

４
月
９
日
ま
で

全

日

制

課

程

３
月
の
行
事
予
定

歴
史
的
景
観
形
成
地
区
に
も

指
定
さ
れ
る
龍
野
地
区
一
帯
を

美
術
館
に
見
立
て
た
「
町
ぢ
ゅ

う
美
術
館
」
に
参
加
し
、
そ
の

一
角
に
お
い
て
工
作
教
室
を
実

施
し
た
。
工
作
内
容
は
「
木
製

筆
箱
の
製
作
体
験
」
と
、
輪
ゴ

ム
と
丸
棒
を
使
っ
た
お
も
ち
ゃ

「
テ
ン
セ
グ
リ
テ
ィ
の
製
作
」

で
あ
る
。
材
料
の
加
工
や
当
日

の
運
営
方
法
を
生
徒
た
ち
が
話

し
合
い
、
１
か
月
前
か
ら
準
備

を
行
っ
た
。

前
日
に
降
っ
た
雨
と
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
が
重

な
り
、
当
初
予
定
し
て
い
た
賑

わ
い
は
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、

昼
前
辺
り
か
ら
客
足
が
少
し
ず

つ
増
え
て
い
っ
た
。
２
年
振
り

の
開
催
と
い
う
こ
と
で
、
参
加

し
た
１
、
２
年
生
の
生
徒
た
ち

は
、
先
輩
か
ら
の
指
導
が
無
い

ま
ま
手
探
り
で
始
め
た
も
の
の
、

各
自
で
役
割
分
担
を
考
え
、
積

極
的
に
行
動
し
た
。
も
の
づ
く

り
を
通
し
て
地
域
の
方
々
と
の

交
流
を
深
め
る
と
共
に
、
本
学

科
の
活
動
内
容
を
理
解
し
て
も

ら
う
た
め
の
良
い
機
会
と
な
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

１
日
（
水
）
学
年
末
考
査

２
日
（
木
）
考
査
返
却
日

３
日
（
金
）
午
前
中
授
業
（
３
、
４
限
カ
ッ
ト
）
～
22
日
ま
で

小
論
模
試
（
２
年
４
限
）

４
日
（
土
）
数
学
検
定

６
日
（
月
）
皮
革
工
場
見
学
（
２
～
４
限

１
・
２
年
）

７
日
（
火
）
球
技
大
会

８
日
（
水
）
震
災
行
事

生
徒
完
全
下
校
（
13
時
）

９
日
（
木
）
生
徒
休
業
日

登
校
禁
止

14
日
ま
で

13
日
（
月
）
13
時
か
ら
部
活
可
能

16
日
（
木
）
本
館
２
階
立
入
禁
止

17
日
（
金
）
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス
（
２
年
生

３
・
４
限
）

本
館
１
・
２
階
立
入
禁
止

12
時
ま
で

20
日
（
月
）
校
外
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

22
日
（
水
）
校
外
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
予
備
日
）

23
日
（
木
）
大
掃
除
・
終
業
式
・
入
学
説
明
会

24
日
（
金
）
介
護
福
祉
士
国
家
試
験
合
格
発
表

※
変
更
等
は
Ｈ
Ｐ
・
は
な
ま
る
連
絡
帳
等
で
随
時
連
絡
し
ま
す
。

３
月
の
行
事
予
定

２
月
10

日
（
金
）
～
12

日

（
日
）
の
３
日
間
、
第
21
回
町

ぢ
ゅ
う
美
術
館
が
開
催
さ
れ
た
。

た
つ
の
市
龍
野
地
区
の
旧
城
下

町
一
帯
を
美
術
館
に
見
立
て
、

総
合
デ
ザ
イ
ン
科
の
生
徒
が
授

業
で
制
作
し
た
作
品
や
、
地
域

の
方
の
作
品
が
展
示
さ
れ
た
。

今
年
度
は
、
３
年
ぶ
り
に
通
常

開
催
し
、
多
く
の
人
が
来
場
し

た
。
今
回
の
町
ぢ
ゅ
う
美
術
館

は
、
ど
の
学
年
に
と
っ
て
も
入

学
後
初
め
て
の
通
常
開
催
で
あ

り
、
良
い
経
験
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

今
年
度
の
テ
ー
マ
は
、
『
十

二
支
も
町
ぢ
ゅ
う
に
夢
中
』
で

あ
る
。
干
支
が
十
二
周
期
で
繋

が
っ
て
い
る
様
子
を
『
〇
＝
縁
』

と
捉
え
、
地
域
と
の
繋
が
り
を

大
事
に
し
た
い
と
い
う
思
い
を

込
め
た
。
ま
た
、
〇
が
ル
ー
プ

す
る
様
子
か
ら
、
継
続
で
き
る

町
ぢ
ゅ
う
美
術
館
、
こ
れ
か
ら

も
地
域
の
人
々
に
愛
さ
れ
て
ほ

し
い
と
い
う
願
い
を
込
め
て
い

る
。
生
徒
は
、
参
加
者
や
来
場

者
が
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て

町
並
み
や
作
品
（
町
ぢ
ゅ
う
）

に
夢
中
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
願

い
を
込
め
て
準
備
を
行
っ
た
。

初
日
に
は
、
下
川
原
駐
車
場

「
蔵
（
仮
称
）
」
に
て
開
会
式

を
行
い
、
町
ぢ
ゅ
う
美
術
館
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。
11
日
（
土
）
、

12
日
（
日
）
に
は
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
シ
ョ
ー
の
パ
レ
ー
ド
を
行
っ

た
。
ま
た
、
今
年
度
は
テ
ー
マ

に
合
わ
せ
て
、
干
支
を
用
い
た

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
行
い
、
集

め
た
ス
タ
ン
プ
の
個
数
に
合
わ

せ
た
景
品
を
用
意
し
た
。
か
ど

め
公
園
休
憩
所
に
は
、
今
回
の

イ
ベ
ン
ト
用
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
絵

馬
に
、
思
い
思
い
の
言
葉
や
、

イ
ラ
ス
ト
を
描
き
こ
む
イ
ベ
ン

ト
会
場
を
用
意
し
た
。
生
徒
は
、

各
会
場
の
受
付
や
作
品
の
説
明
・

会
場
案
内
を
行
っ
た
。
似
顔
絵
・

ハ
ン
ド
ペ
イ
ン
ト
・
焼
き
コ
テ

ア
ー
ト
・
販
売
班
な
ど
の
係
に

分
か
れ
、
よ
り
イ
ベ
ン
ト
を
盛

り
上
げ
た
。
ま
た
、
展
示
作
品

や
イ
ベ
ン
ト
、
各
会
場
の
様
子

に
つ
い
て
生
徒
が
取
材
を
受
け

た
。
取
材
の
様
子
は
神
戸
新
聞

と
読
売
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
。

今
回
で
11
回
目
と
な
る
総

合
福
祉
科
は
、
毎
回
『
か
ん

が
え
る

お
絵
か
き
』
と
い

う
テ
ー
マ
で
、
様
々
な
廃
材

等
を
使
っ
た
お
絵
か
き
を
行
っ

て
い
る
。
今
年
は
、
綿
や
医

療
用
ネ
ッ
ト
等
を
活
用
し
た

お
絵
か
き
や
造
形
を
行
っ
た
。

当
日
は
幼
児
か
ら
小
学
生
ま

で
約
30
名
程
度
の
子
ど
や
そ

の
保
護
者
ら
が
参
加
し
た
。

中
に
は
、
オ
ー
プ
ン
前
か
ら

や
り
た
い
と
言
っ
て
、
何
作

品
も
作
っ
て
く
れ
た
子
ど
も

や
、
も
う
一
度
書
き
た
い
と

言
っ
て
戻
っ
て
き
て
く
れ
た

子
ど
も
た
ち
な
ど
、
大
好
評

の
様
子
で
あ
っ
た
。

電
気
情
報
シ
ス
テ
ム
科
の

こ
と
を
聞
き
に
来
ら
れ
る
方

は
、
お
お
か
た
龍
野
実
業
高

校
電
気
科
の
出
身
で
、
Ｏ
Ｂ

の
方
々
か
ら
多
く
の
昔
話
な

ど
聞
け
る
い
い
機
会
と
な
っ

た
。
ま
た
、
中
学
生
ぐ
ら
い

の
子
ど
も
た
ち
は
、
初
め
て

体
験
す
る
電
気
工
事
作
業
に

苦
戦
し
な
が
ら
も
、
生
徒
た

ち
か
ら
の
技
術
指
導
を
受
け

て
全
員
が
完
成
さ
せ
た
。

１
月
15
日
（
日
）
た
つ
の
市

千
鳥
ヶ
浜
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
開

催
さ
れ
た
、
第
17
回
た
つ
の
市

凧
あ
げ
祭
り
に
参
加
し
た
。

「
日
本
の
凧
の
会
・
播
磨
一
宮

凧
の
会
」
上
山
高
明
様
に
作
成

か
ら
レ
ク
チ
ャ
ー
を
し
て
い
た

だ
き
、
１
年
生
を
中
心
に
昨
年

か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
。
結
果

は
昨
年
に
引
き
続
き
、
た
つ
の

市
長
賞
と
い
う
最
上
位
の
賞
を

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。
こ

の
日
を
夢
見
て
頑
張
っ
て
来
た

生
徒
た
ち
の
表
情
は
満
面
の
笑

み
を
浮
か
べ
て
い
た
。

２
月
10
日
（
金
）
～
12
日

（
日
）
た
つ
の
市
龍
野
地
区

（
歴
史
的
景
観
形
式
地
区
）
に

て
令
和
五
年
「
町
ぢ
ゅ
う
美
術

館
」
が
開
催
さ
れ
、
定
時
制
は

11
日
（
土
）
と
12
日
（
日
）
の

２
日
間
、
「
高
校
生
の
店

龍

北
工
房
」
と
し
て
参
加
し
た
。

課
題
研
究
で
製
作
し
た
革
製
品

だ
け
で
な
く
、
近
隣
高
校
の
生

徒
た
ち
が
考
え
、
地
域
性
が
活

か
さ
れ
た
様
々
な
商
品
を
仕
入

れ
、
販
売
し
た
。
ま
た
今
年
は

店
舗
内
で
「
レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト

体
験
」
や
全
日
制
総
合
福
祉
科

に
よ
る
「
か
ん
が
え
る
お
絵
か

き
11
」
が
行
わ
れ
、
老
若
男
女

問
わ
ず
地
域
の
方
々
を
は
じ
め
、

た
く
さ
ん
の
方
々
と
交
流
で
き

た
こ
の
機
会
は
か
け
が
え
の
な

い
２
日
間
と
な
っ
た
。


